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玄応音義と新撰字鏡

玄
応
音
義
が
三
巻
本
新
撰
字
鏡の
主
要
な
資
料で
あっ
た
乙
と
は
十二
巻
本

注ー

の
序に
明
ら
か
で
あ
り 、
そ
の
引
用部
分の
指
摘
も
貞
苅
伊
徳
氏の
研
究に
ほ

ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
る 。
し
か
し 、
昌
住
は
ど
の
よ
うな
方
針の
も
と
に
玄
応
音

義
を
利
用し
た
の
か 、
さ
ら
に
そ
う
し
て
編
纂さ
れ
た
三
巻
本
新
撰
字
鏡と
は

ど
の
よ
う
な
内
容・
性
格の
辞
書
で
あっ
た
の
か 、
と
い
う
問
題
に
な
る
と
十

-
分に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
うで
あ
る 。
ま
た 、
新
撰
字
鏡
の
切

内宮勺ゐ

舟ヱqdw

韻・
玉
篇
引
用部
分につ
い
て
は 、
そ
れ
ぞ
れ
上
田
正氏と
井
野
口
孝
氏
と
に

論
が
あ
る
が 、
玄
応
音
義
につ
い
て
は
貞
苅
氏
以
後
特に
論
及
さ
れ
た
もの
を

見
な
い 。

もっ
と
も三
巻
本そ
の
もの
は
現
存し
な
い
し 、
玄
応
音
義の
引
用が 、
十

二
巻
本の
編
纂に
利
用さ
れ
た
切
韻・
玉
篤
と
は
異
な
り
「一
連
続に
ま
と
ま

舟+ムA噌

っ
て
載せ
ら
れ
る
乙
と
は
少
な
く 、
方々
に
散
在
し
て」
お
り 、
そ
の
「
部
分

注5

だ
け
を
採
り
出
し
て
示
すと
と
は
困
難
で
あ
る」
の
は
確
か
で
あ
る 。
私
は
と

の
限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
玄
応
音
義
が
完
存
す
るこ
と
に
注
目
し
た
い
と
思

う 。
な
ぜ
な
ら 、
玄
応
音
義の
場
合
は 、
切
韻
や
玉
鰐の
場
合
よ
り
も 、
昌
往

の
利
用し
た
テ
キ
ス
ト
に
相
当
近
い
もの
に
よっ
て
全
巻
に
わ
た
る
比
較
を
行

池

証

寿

田

うと
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る 。

玄
応
音
義
が
完
存
す
る
と
と
に
注
目
す
る
時 、
玄
応
音
義に
よっ
て
ど
れ
だ

け
の
掲
出
字が
記
述
で
き
る
の
か 、
そ
し
て日目
住
は
そ
れ
を
ど
の
程
度
ま
で
利

用し
て
い
る
の
か 、
と
い
う乙
と
が
ま
ず
問
題と
な
ろ
う 。
貞
苅
氏の
指
摘さ

れ
た
玄
応
音
義
を
含
む
部
分が 、
は
た
し
て
玄
応品目
義に
よっ
て
記
述
で
き
る

掲
出
字の
大
部
分
を
し
め
る
の
か
ど
う
か 、
も
し
そ
う
で
な
い
と
する
な
ら
ば

そ
れ
は
な
ぜ
か 、
と
い
うζ
と
で
あ
る 。
唐
初の一
切
経
か
ら
出
現
順に
字
句

を
掲
出
し
注
解
を
施
し
た
の
が
玄
応
音
義
で
あ
り 、
そ
の
総
掲
出
項
数
は 、
麗

蔵
本
に
よ
る
と
約
九
四
O
O
項に
す
ぎ
な
い 。
し
か
もと
の
な
か
に
は
同一
の

掲
出
字が
多
数
存し 、
党
語の
音
訳
字・
固
有
名
詞
な
ど
の
新
撰
字
鏡に
引
用

さ
れ
る
可
能
性の
低い
掲
出
字が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る 。
乙
れ
を
調
整
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が 、
玄
応
音
義
に
よっ
て
記
述
で
き
る
掲
出
字の
総
数
自
体

さ
ほ
ど
多
く
な
い
と
いっ
て
い
い 。
玄
応
音
義と
新
撰
字
鏡と
の
関
係
を
ど
の

よ
うに
位
置
付
け
る
に
せ
よ 、
玄
応
音
義
を
ど
の
程
度
ま
で
利
用し
て
い
る
の

か
と
い
う
問
題
は
ぜ
ひ
と
も
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と乙
ろ
で
あ
る 。

両
害
を
比
較し
て
行
くと 、
畠
住
は
玄
応
音
義
を
徹
底
的に
は
利
用し
て
い

な
い
ζ
と
が
容
易K
認
め
ら
れ
る 。
つ
ま
り 、
貞
苅
氏の
指
摘さ
れ
た
玄
応
音

義
を
含
む
部
分が 、
玄
応立日
義
に
よっ
て
記
述
で
き
る
掲
出
字の
大
部
分
を
し

1 



め
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る 。
と
す
れ
ば 、
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
うこ
と
に

な
る
が 、
そ
の
場
合
玄
応
音
義の
引
用が
比
較
的
ま
と
まっ
て一
連
続
を
な
し

て
い
る
部
分
を
検
討
す
ると
と
が
必
要
で
あ
ろ
う 。
切
訟
と
玉
稿
と
の
引
用

は 、
そ
れ
らの
文
字
配
列
が
そ
れ
ぞ
れ
広
韻
と
築
隷
万
象
名
義
と
に
対
応
し
て

い
た 。
し
か
し 、
同
様の
傾
向
が
玄
応
音
義につ
い
て
い
え
る
の
か
ど
う
か 、

貞
苅
氏
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い 。
後の
増
補
改
訂の
た
め
玄
応
音
義の
引
用が

他の
資
料
と
の
混
注
と
なっ
て
い
る
の
は
し
か
た
の
な
い
こ
と
で
あ
る
が 、
私

見
に
よ
れ
ば 、
文
字
配
列
の
対
応
は
玄
応
音
義の
場
合に
も
見わ
だ
せ
る
の
で

あっ
て 、
そ
れ
は
特
に
引
用が
比
較
的
ま
と
まっ
て
い
る
部
分
に
顕
著
で
あ

る 。
た
だ 、
文
字
配
列の
対
応は 、
玄
応
音
義の
巻一
か
ら
巻
廿五
ま
で
順
を

追っ
て
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
もの
で
は
な
く 、
特
定の
巻
に
集
中
す
る
傾
向

を
見せ
る 。
ζ
の
傾
向
か
ら
最
初の
段
階の
新
撰
字
鏡の
内
容
や
性
格
を
う
か

が
うζ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る 。

木
稿
で
は 、
以
上
の
観
点
か
ら回目
住
に
お
け
る
玄
応
音
義
利
用の
方
法
を
明

ら
か
に
し 、
最
初の
段
階の
新
撰
字
鏡 、
す
な
わ
ち三
巻
本
新
撰
字
鏡の
内
容

や
性
格に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と岡山
う 。

前
述
し
た
よ
うに
玄
応
音
義
と
新
撰
字
鏡
は 、
内
容
や
体
裁の
面
で
大
き
な

速
い
が
あ
り 、
単
純に
比
較
す
る
乙
と
は
難
し
い
の
で 、
一
応
次に
述べ
る
手

続
き
に
従っ
て
両
舎の
比
較
を
行
うこ
と
に
す
る 。

注6

玄
応
音
義
は
麗
蔵
本に
よ
る 。
大
治
本は 、
巻
三
か
ら
巻
八
ま
で
欠
け
て
お

り 、
他
本と
共通
す
る
巻
で
も
大
治
本に
な
く
麗
蔵
本に
あ
る
掲
出
字
を
新
撰

注7

字
鏡に
か
な
り
引
用し
て
い
る
の
で 、
適
宜
参
照
す
る
に
と
ど
め
る 。

次に 、
麗
蔵
本で立田
注
と
義
注の
併
記
さ
れ
て
い
る
掲
出
字
を 、
玄
応
音
義

に
よっ
て
記
述
で
き
る
掲
出
字
と
す
る 。
そ
し
てと
れ
ら
が 、
新
撰
字
鏡
(
天

注8

治
本・
享
和
本)
の
親
族
部・
本草
部・
小
学
篇・
重
点・
速
字・
臨
時
雑
要

字
を
除
く
各
部の
ど
の
部
分に
出
現
す
る
か
を
調
査
する 。
重
点
と
連
字に
も

玄
応
音
義の
引
用が
あ
る
が 、
形
式
が
他の
部
と
異な
る
の
で
と
り
あ
え
ず
除

くζ
と
に
し
た 。
検
索に
は
長
嶋
豊
太
郎
氏
編
『
古
字
警
察
引』
を
利
用し 、

掲
出
字の
字
体の
認
定に
あ
たっ
て
は
麗
蔵
本以
外の
諸
本
及
び
山田
孝
雄
博

士
編
『一
切
経品目
義
索
引』
を
参
考に
し
て
決
め
た
の
で 、
麗
蔵
本に
従
わ
な

い
場
合
も
若
干
あ
る 。

玄
応
音
義に
よっ
て
記
述
で
き
る
掲
出
字
を 、
ひ
と
ま
ず
音
注
義
注
併
記の

もの
に
限
定
し
た
の
は 、
乙
の
形
式の
もの
が
玄
応
音
義の
大
部
分
を
し
め
る

か
ら
で
あ
る 。
と
は
い
えと
れ
以
外の
掲
出
字 、
具
体
的に
い
え
ば 、
党
語
の

音
訳
字・
固
有
名
詞・
教
学上の
注
解
を
施
さ
れ
た
掲
出
字な
ど
の
引
用も
ま

ま
認め
ら
れ
る 。
し
か
し
そ
れ
ら
は 、
ほ
ぽ
玄
応
音
義
を
含
む
部
分に
限ら
れ

て
い
る
の
で 、
例
外
的に
引
用さ
れ
た
と
み
な
す乙
と
に
す
る 。
音
注
義
注
併

記
以
外の
掲
出
字を
含
め
ると
と
で
玄
応
音
義に
よっ
て
記
述
で
き
る
掲
出
字

の
範
闘が
無
意
味に
大き
く
な
る
の
は
避
け
た
い
の
で
あ
る 。

さ
て 、
以
上の
手
続
き
に
従っ
て
両
書
を
比
較
し
た
結
果 、
玄
応立田
設に
よ

っ
て
記
述
で
き
る
掲
出
字は
次の
よ
うに
分
類さ
れ
る 。
な
お 、
乙
と
に
示し
ゅ2QU

た
数
値は 、
新
撰
字
鋭に
お
け
る
掲
出
項
数
で
あ
り 、
掲
出
字
数
で
は
な
い 。

ま
た 、
玄
応
音
義の
字
体
注
や
注
文
中の{子
匂
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
もの
もこ

れ
に
含
め
た 。

-
切
韻・
玉
篤
引
用以
外の
部
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玄応音義と新撰字鏡

切
韻
引
用
部
分

玉
篇
引
用
部
分

古宇
和
本の
み
に
見え
る
も
の

8

天
治
本
享
和
本と
も
に
見
え
な
い
も
の
印

合
計
測

右
の
う
ち2
3
4
5
は
特に
問
題
は
な
い。
ー
が
厄
介で
あ
る 。
とい
うの

は 、
玄
応品目
義の
引
用
で
あっ
た
か
ど
う
か
判
断の
つ
き
に
くい
例
が
多い
か

ら
で
あ
る 。
そ
の
理
由
は
い
くつ
か
考え
ら
れ
よ
う
が 、
今の
段
階で
は
玄
応

音
義の
引
用
で
あっ
た乙
と
が
確
実
な
例
数を
示
す
に
と
ど
め 、
乙
れ
を
玄
応

音
義
引
用
(
部
分)
とい
う乙
とに
する 。
判
断の
つ
き
に
くい
例
は
出
所
不

詳
と
し
た 。
玄
応
音
義
引
用の
下
限
を
知
る
に
は乙
れ
で
十
分で
あ
ろ
う 。

玄
応
音
義
引
用
はA
B
K
二
分
し
た 。
A
は 、
貞
苅
氏
が
「一
切
経
音
義
を

含
む
部
分」
「一
切
経
音
義に
よ
る
も
の
あ
り」
と
さ
れ
た
部
分
で
玄
応
音
義

の
引
用
で
あっ
た乙
と
が
確
実
とい
え
る
も
の
で
あ
る 。
B
は 、
「
弁
別
不
能」

「
出
所
不
詳」
の
部
分
で
注
文の
内
容
や
文
字
配
列の
点
か
ら
私
見
に
よっ
て

玄
応
音
義の
引
用
で
あっ
たζ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
み
な
し
た
も
の
で
あ
る 。
例

は
後
述
する 。

4
の
享
和
本の
み
に
見
え
る
も
の
の
内
訳
は 、
玄
応立田
義
引
用A
が一
項、

B
が一
項 、
出
所
不
詳
が
六
項で
あ
る 。
こ
れ
ら
を1
13
に
含め 、
-

Hと

1
U
を①
玄
応
音
義
引
用、
1
U
を
②
出
所
不
詳、
2
と3
を
③
切
韻・
玉
篇

引
用、
5
を
④
天
治
本
享
和
本
と
も
に
見
え
な
い
も
の
と
ま
と
め
直
し 、
重
出

字
を
調
整
し
て
比
率
を
求
め
た
の
が
表ー
で
あ
る 。

最
初
K
除
外
し
た
重
点
と
速
字の
部に
は
玄
応
音
義の
引
用
が一
O二
項あ

る 。
し
た
がっ
て
新
撰
字
鋭で
玄
応
音
義の
引
用
と
ほ
ぼ
確
実
に
い
え
る
の

は 、
①
に
重
点
と
連
字の一
O二
項
を
加
え
た一
六
七
九
項で
あ
り 、
そ
の
比

3 4 5 

は
0・
四
七
と
な
る。
ま
た 、
玄

応
音
義の
引
用
か
ど
う
か
判
断
が

つ
き
に
く
く 、
ひ
と
ま
ず
②
と
し

た
も
の
が
約一
四
O
項あ
り 、
乙

れ
を
①
に
含
め
た
と
する
と、
そ

の
比
は
0・
五一
と
な
る。
と
も

か
く 、
昌
住
が
玄
応
音
義
を
徹
底

的に
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な

く 、
そ
の
半
分
程
度の
利
用
で
あ

る
の
は
確
実で
あ
る 。
最
初の
段

階の
新
撰
字
鏡
が
玄
応
音
義の
引

用の
み
か
らなっ
て
い
た
と
す
れ

ば 、
そ
の
所
収
項
数は
約一
七
O

O
項で
あ
り 、
天
治
本の
十
分の

一
弱の
分
量
と
推
定さ
れる 。
玄

応立田
義
以
外の
警が
最
初の
段
階で
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
する
の
は
不
自
然

で
あ
ろ
う
が 、
序に
書
名の
明
記
さ
れて
い
る
の
は
玄
応
音
義だ
けで
あ
る
か

ら 、
最
初の
段
階の
新
撰
字
鋭の
所
収
項
(字)
数は
か
な
り
少な
く
小
規
模

な
辞
書
で
あっ
た
と
み
て
大
過
あ
る
まい。
そ
し
て
約一
七
O
O
項とい
う
数

値
は 、
三
巻の
部
首
分
類
体の
辞
書の
所
収
項
数と
し
て
み
て
も、
少
な
すぎ

る乙
と
の
な
い
適
当
な
分
量
と
恩
わ
れる 。

表

|一一一一一一一一 | 項数 | 比
①玄応音義引用 1 1577 1 0.44 
②出所不詳 1 1155 1 0.32 
③切韻・玉稿引用 1 636 1 0.18 
④天治本享和本ともほえないもの 1 199 1 0.06 

� 計 1 3567 1 1 

昌
住
が
玄
応
音
義
を
半
分
程
度
し
か
利
用
し
て
い
な
い
の
は 、
昌
住の
玄
応

音
義
利
用の
方
針に
も
とづ
く
結
果
と
考え
ら
れる 。
ζ
乙
で
は 、
玄
応
音
義
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の
引
用が
比
較
的
ま
と
まっ
て
い
る
部につ
い
て 、
切
韻
や
玉
篇の
引
用部
分

と
同
様に
文
字
配
列の
対
応
が
見
え
る乙
と 、
す
な
わ
ち
玄
応
音
義
利
用の
方

針
が
あっ
た
乙
と
を
述べ
て
み
よ
う 。

ま
ず
木
部に
つ
い
て
示
す 。
木
部
が
最
も
整
然
と
し
た
文
字
配
列
の
対
応
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。

以
下 、
天
治
本
新
撰
字
鏡の
掲
出
字
と
注
文
を
上
段κ 、
玄
応
音
義
を
下
段

に
示
し 、
一
致
する
部
分に
棒
線
を
付
す 。
一
番
上の
数
字は 、
天
治
本の
出

現
順
に
よ
る
項
番
号で
あ
り 、
該
字が
玄
応立日
義
中一
箇
所、
乃
至
同一
の
巻

に
し
か
出
現し
な
い
もの
は 、
項
番
号
を
Oで
囲ん
で
あ
る 。
ま
た 、
た
と
え

ば
「
桟
桟」
の
よ
う
に
異
体
字が
掲
出
さ
れ
る
場
合、
玄
応
音
義
と
直
接の
関

係が
認
め
ら
れ
な
い
限
り 、
印
刷
の
都
合
上
「
桟
桟」
の
よ
うに
通
行
の
字
体

を
並べ
て
挙
げ
る 。
玄
応
音
義
は 、
所
在 、
注
文、
掲
出
字
句の
順
に
示
す 。

所
在
は 、
巻
数
を
渓
数
字で 、
丁
付
け
を
縮
冊
蔵
経
本
に
よ
る
洋
数
字
で一示

し 、
掲
出
字
句
は 、
注
文の
最
後の
(
)
に
入
れ
て
示
す 。
天
治
本に
見
え

る
和
訓は
省
略
し 、
玄
応
音
義の
注
文
も
省
略
する
ζ
と
が
あ
る 。
ま
た 、
玄

応
音
義
で
は
同一
項
だ
が 、
天
治
本で
は
別
項
と
なっ
て
い
る
もの
は 、
一
括

し
て
挙
げ
る乙
と
に
する 。

a

-d

一

③
樹
胡刻国
入
劇剖

一
O
十
三
町
オ
8
明
刻周
下
又作
樹
向

c

e

F

c

，a

e

 

④
撤
樹

二上
向
字
割園周

制対
剖一

到園周
槻
縫
樹剖

山剖剖
(
樹

一

徹)

玄
応
音
義
同一
項 、
天
治
本別
項の
例 。

5
狐
狐
二
同
古
胡
稜
也
木
四
方
為
一

教

一

O
同町
オ日

制制国
通
俗
文

利回対

剥樹
八
稜
為
狐
言
珠
有
八
稜也

(八
級)

O
同日
ウ
1
又
作
棒
同即
理
反
古
者
殴

人
上
梓
字
林
梓
糊出:・
(梓
棺)

O
四日
ウ
5
古
文
繊
徐
不三
形
同
今
作

f

g

 

疑
問
五
割
反
余
雅
也仲
絵也
載
也
言
木

鈴
裁
生
徐
栽
也
(裁
怜)

配
列
の
対
応
す
る
の
は 、
巻
十三町
ウ
1
「
梓
薪」
の
方
だ
が 、
こ
ち
ら
は

「
又
作
棒
同
資

里
反
字
林
梓
鍬也・:」
と
あっ
て 、
立日
注が一
致
し
な
い 。
天

注ゆ

治
本
⑥b
の
反
切
下
字は
「
略
写」
と
み
な
す 。
い
ず
れ
に
し
て
も
巻
十三
に

よっ
た
の
は
確
かで
あ
る 。
ま
た 、
⑤は 、
梓
と
棒
と
の
注
文
を
併
合
し
て
お

り 、
7
8
は 、
そ
れ
らの
字
体
注を
併
合
掲
出
し
た
も
の
で
あ
る 。
徐
は 、
こ

の
他 、
巻
十
八世
ウ口 、
巻
廿一
回
オ
5
に
も一
致
する
注
文
が
あ
り 、
そ
の

い
ず
れ
か
に
よっ
た
もの
だ
ろ
う 。

公
道
古
洛
二反
楓剖
樹
枝
也一
O
十三日
オロ
加
額
反
蒼
頭
篇
格
楓剖

一

櫛
架
也
(格
上)

義
注の
み一
致 。
立日
注は
後に
改
訂さ
れ
た
もの
と
みな
す 。
以
下
同じ 。

日
櫛
以
支
反
平
架
也
懸
衣
帯
之
木一
O
岡田
ウ
日
又
作
施坪
蒼
作
抱
同
徐
支

也
竿也
格
也:・

一

反
竿
謂
之
櫛
櫛
可
以
架
衣
也
蒼
額篇

-

-hu

 

一

櫛
樹
剖
亦
衣
桁
也
経
文
作:・(桃
架)

一

a

'b

一
O
岡田
ウ4
胡
織
古
威
二反
説
文
械
医

一

也
広
殺
箆謂
之
械
字
書
木
医
也
(械

一

箆)

一

a

・0

一
O
十一
必
オ
8
又
作
薮
悶
蘇
走
反
方
言

一

斗刷劉剖
周
成
難
字
云
斗
撒
穀
殺也

⑥ 
枠

制 五|
二 剖割|
字d椴c即b
古| 也 |里|
文| 棟 二

也 反 e: �I 量牢E
:tfil 

8 7 d 
拙繊l
徐a梓
棒|

皆
上
向
字

10 
格

a

LU

C

 

MM
械

剖劇同
箆倒

木樹州市

4 



玄応音義と新撰字鏡

一
・:
(斗
撤)

宇
部に
属
すべ
き
も
の
で
あ
る 。
ま
た 、
一
致
する
注
文は 、
巻
十
四日
オ

ロ
「
斗
撒」
に
も
見
え
て
お
り 、
そ
の
い
ず
れ
か
に
よっ
た
と
思
わ
れる 。

U
枇
皮
悲
反
去
去
又
平
明世
枇
杷一
O
十二
ω
ウ7
扶
迷
蒲
簸二
反
依
字
広

也
細
節
也

一

雅
批
劃剖
(
批
那)

「
撃
也」
は
批の
義
注
で
あっ
て 、
と
れ
と
枇の
注
文と
を
併
合
し
た
も
の。

a

-b

c

-

a

ku

c

 

日
経
桔
上
之
実
反
下
古
禄
反
在
手一
O
同
必
ウ8
之
実
古
禄
反
周
礼
在
手
臼

同樹剖周回
給

一

樹剖周囲樹
謂
出掛
也
(経
袷)

お
紐
械
上
女
久
反
上
下
戸
界
反
去-

経
拾
也

一

日
は 、
前
項の
玄
応
音
義の
設
線
部
が
掲
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

-D

c
，G

e

，

z

-

⑫
位
制
劇周
量剖
賎剖
平
剖
斗
倒一
O
岡田
オ5
古
文
花
危二
形
今
作
奨
同

一
b
i
li-
-111111
c

d

a

閣制

一

台

長)
反
花
自
広
雅
花
君

"
緊
概
二
上
字
同
許
気
反

一

亦
刑制

平訓倒回制剖
(
位
土)

四
は
玄
応
音
義の
字
体
注
が
掲
出
さ
れた
も
の。

mM
構
向
音Aロ
也
乱
也
成
也

一
O
同日
オ3
古
候
反
構
合
也
乱
也
経
文

一

作:・
(議
梼)

却
龍
機
嫌
三
形
同
寵
音
疏
也
翠
也一
O
岡
田
オロ
カ
公
反
蒼額
篇縄問
疏
也
説

b

c

一

b

c

房
室
日
疏
窓々
也

一

文
房
室
臼
疏
也
疏
亦窓
也
(
機
疏)

hu

-

a

置。

幻
枢
劉
剖周
去
朝同
調
梱
割
棺
一
O
同
臼オ
m

銅樹同小
余
雅

制開制訂

一

枢
空
棺
謂
之
槻
礼
記・:
郷
玄・
白
虎

一

通・:
(
虚
総)

a

b

-

a

b

 

m
桃
桃
二
形
作
倒劃周
扶
剖
万
剣一
O
十
四印
ウ日

倒劃周
声
類
挑
拘剖
謂

之
属

一

以
手扶
取
物
也・:
(挑
取)

宇
部に
属
すべ
き
も
の。

a

LU

 

二
形
作
卑
音
似
柿
也

【

a

-b

一
O
同印
ウお
音
卑
似
柿
南
土
有
青
黄
雨

一

種
荊
州
調
之
烏
枠
(枠
桃)

民
模
様
様
三
形
作
如
紹
反
木
曲
折一
O
同臼
オ口
火
万
反
字
林
鏡
擾
也
漢
書

也
弱
也
械
也

一

留
翠
接
酒
是
也
(植田
令)

玄
応
音
義
に
榛
は
見え
ず
携
が
見え
て
い
る
が 、
文
字
配
列の
対
応
か
ら
後

の
改
訂
と
推
定
する 。
天
治
本の
注
文は 、
築
地縁
万
象
知事
「
如
紹
反
曲
本

末、ふ
拐、ふ」
に
近
く 、
十二
巻
本
編
纂の
段
階で
利
用
さ
れた
玉
篇に
よっ
て

注ロ

改
訂
さ
れ
た
と
み
るζ
と
も
可
能だ
ろ
う 。

a

-

白
梅

湖剖
桜
桃
也
所
以
級
也

一
O
同位
オ
7
剖紺高
通
俗
文
機
汲謂
之

一

穆
縛
(
棒
組)

天
治
本a
の
「
浩」
は 、
「
結」
の
誤
写だ
ろ
う 。

Lu

-

m
穣
直
行反
平
作
燈
柱
也
蝕叫
柏一
O
岡
田
オ叩
説
文
例樹
制制
音
隠約
庚

一

10

也
格
也
随
也
法
也:・

一
反
字
統
作
根
丈
庚
反
核触
也
又
煉
敵

一

敵
触
亦
作
敵;・
(
相
板)

一

a

-b

幻
枕
古
文
繍
検二
形
光音
車
下
横一
O
同位
オ叩
古
文
犠横二
形
同
音
光
声

期剖
根
也
充
盛
也

一
類
作
靴

割判樹刑制
今
車
株
及
梯
牽

一

下
横
木
皆
枕
是
也
(作
枕)

直
紙
反
随
字
同
崩
壊
也
借
達一
O
十五位
ウ日
大
我
反
釈
名云
船
尾
日

可
反
船
尾
日
柁

一

柁
柁
抱
也
在
後
見
抱
曳
也
抱
音
他
字

qu
申平
由キ

ηL
'玄q
p玄、

⑧ 
柁

5 



一
従
手
柁
従
木
(柁
楼)

-

a凶

1D

m
桟
桟
二
同
倒謝
珂
去
棚倒
閣
剖一
O
岡田
オ
2

制調図
説
文
桟
棚剖
広
雅

極
也
謂
置
食
器
於
其
上
也
一
桟
闘世
通
俗
文
板
閣
日
桟
是
也
(
筆

一

桟)

a

・0

-

m
擢
直
孝
樹剤
二
反
調
利
樹
糊欄一
O
同日
オ
2

制剤関
俗
音徒
格
反
郭
瑛

長
而
栄一
者
也
:

一

日
謂
木
玉
枝
柄
梢
擢
長
市
熱
者
也

一
(様
子)

次の
@
楚
か
ら印
機
楢の
う
ち 、
@
楚 、
担
稿 、
@
樹 、
幻
櫨 、
印
鑑 、
@

稿 、
@
梱 、
@
校 、
日
棚 、
日
掬 、
@
機
は 、
玄
応点目
義に
音
注
義
注
併
記の

掲
出
字が
見
え
て
い
る
が 、
そ
れ
らの
引
用と
は
認
め
ら
れ
な
い 。

@
採
剖周回
撃也
樹
土也

一
O
同臼
オ5
制剤回
下
又
作
苅同
鈴制

-hu

e

-d

e
-

-d

e

 

臼
代

対
朝
岡品開制捌刷
機剖
羽
柑
即
一

周余
雅

樹調剖制
注
云

剛楓剖
機
音

機
也

一
徒
得
反
(
琢
杓)

玄
応
音
義
同一
項 、
天
治
本別
項の
例 。
@
は 、
玄
応品日
義に
音
注
し
か
見

え
な
い
が 、
そ
の
引
用と
認
め
ら
れ
る
(天
治
本の
反
切
下
字
は
誤
写) 。
大

治
本
「
注
云
即
板
也
織
音
徒
得
反」
な
し 。

臼
榛

由利回

古殺到利回樹

草割出一
O
同制
オ
8

由州国
案
説
文

劇州国欄

日
薄
:

一

広
雅
木
寮
生
日
榛也

朝刻剖副簿
是

一

也
(深
榛)

大
治
本
「
也
草
家
生
日
薄
是
也」
な
し 。

白
撞

捌制国
梅
剖
関
纏也
縦
日
濫一
O
同臼
オロ

胡醐国
境
欄剖
濫
圏
也

横田
楯

一
(盤
底)

天
治
本の
反
切
下
字は 、
「
略
写」
と
考
え
る 。
前
項の
臼
楯
は 、
玄
応北田

義に
見え
な
い
が 、
濫の
類
義
字で
あっ
て 、
後に
増
補
さ
れ
た
も
の
だ
ろ

注目
-つ 。

6 

a

一

a

b

m
榛穣
穣
三
形
作
間割
人
向二
反一
O
同臼
ウ叩
刑制周
余
雅
梼
謂
之
穣
郭

b

c

一

C

繍
謂
之
穣
又
禄
也:・

一
瑛
臼
即
縁
也
亦
名
物
亦
名
様:・
(
模

一

棟)

a
il--tl
blillli----

一

a
til--;I

b
i--111111

回
櫨
力
胡
反
平
柱
上
初也
鋒也
一
O
同臼
ウ叩
力
胡
反
説
文
柱
上
研
也
下

-d

一

c

・d

回
樽
口
各
反
也
祈也:・

一

蒲
麦
浦
各
二
反
広
雅
樽
謂
之
祈
(
櫨

一

樽)

臼
の
音
注
は
享
和
本
「
浦
各反」
と
あ
り 、
略
写
と
み
な
す 。

⑬
祈
析
二
形
作
結
実反
柱
上
方
木一
O
同町
オ弘
今
作
梶
同古
笑
反
蒼
額
篇

一
-hu

也
宜
作
升
字

一
柱
上
方
木一
名
椅
亦
名
梼
櫨
樽品目
蒲

⑪
損
上
字・:

一

麦
反
(
初
架)

⑪は
玄
応
音
義の
字
体
注
が
掲
出
さ
れ
た
もの
で
あ
る 。
ま
た
大
治
本は
掲

出
字
句
と
注
文
と
を
脱し
て
い
る 。

明ω
椅
徒
会反
入
柱
上
木:・

一
O
岡田
ウ
9:・一
名
核
亦
名
耕
亦
名
様

η
併
杵
二
同

周到国
:

一
・:
椅
徒
答反
耕

周到同
様
音
疾
(
櫨

冗
核
子
結
反
腕
也
棋也・

一

挟)

吃
河
川内
は 、
文
字
配
列の
対
応
が
弱い
もの
の
同じ
巻
が
続
く
の
で 、
玄
応

音
義の
注
文
中の
字
句が
掲
出
さ
れ
た
例
と
認
め
る 。
次
項何日
棄は 、
巻
七泊

オ3「
櫨
樽」
の
注
文
中に
「子
結
反」
と
あっ
て
音
注
が一
致
し
て
い
る
が 、

文
字
配
列の
対
応
が
な
い
の
で 、
と
り
あ
え
ず
類
義
字に
よ
る
後の
増
補
と
し

て
お
く 。
な
お 、
官
の
音
注
は
切
韻
広
韻に一
致
し
て
お
り 、
略
写
と
する
乙



と
は
で
き
な
い 。

苅
捲
去
権
反
去孟
也
盆
也
以
此
為一
O
岡田
ウ5
去
員
反
屈
本
為
之
謂
之
捲

業又
西
懸

一

経
文
作
鯵非
也
(作
権
)

音
注
は
巻
十
四回
オ
6
「
作
捲」
に一
致
す
るが 、
文
字
配
列
か
ら
み
て 、

巻
十
五に
よっ
た
もの
が
後
に
改
訂さ
れ
た
と
推
定
す
る 。

-hu

pv

一

行
機

倒割周
機
出

一
O
同臼
ウ日比
又
作
欄
同

制剖回説
文
機

略
綱
上
字

一

機
也
亦
名
屋
椙
亦
名
連
勝
余
雅
機
謂

一

之
椅
楠
亦栂
也機
音
耽
椅
音
都
歴
反

一
(
屋
槍)

玄応音義と新築字鏡

天
治
本の
反
切
下
字は
誤
写 。

a

-b

一

a

'b

m悶
札
刷
二
同
字
側
剰珂入
対
刷出一
O
同臼
ウ
6
側
賦同
志
割
律
文
有
作

一
C

AU

害
牒
也削
朴也署
也

一

柿
敷
廃
反
説
文
削
朴
也
朴
札
也
謂
削

一

木
柿
也
二
形
適
用
又
作
横非
也
(木

一

札)

・0

C

一

a

'b

m
桁
刻刑
制伺
胡
制
尉
平
哨
調剖一
O
十
六
回オ叩

剖倒矧

胡剥岡
可
以
架

椀:

一

衣
也
余
雅

哨調刻捌
是
也
櫛
音移

一

(
衣
桁)

別
棟
都
弄
反
去
屋
極
也・・

一
O
向日
オ日比
力
見
反
棟
木
子
如
指
白
而

一

粘
可
以
涜
衣
也
(
棟
木)

棟
と
棟
と
は
別
字
だが 、
文
字
配
列
の
対
応
し
て
い
る
の
は
棟
の
方で
あ

る 。
棟
な
ら
ば 、
た
と
え
ば
巻
十
五臼
ウ叩
「
榛
棟」
に
「・:
都
弄
反
説
文
屋

極
也・:」
と
あ
り 、
音
注
義
注
と
も一
致
す
る 。
し
か
し
新
撰
字
鏡で
は
類
似

形の
字
を
併
合
す
る
ζ
と
が
ある
の
で 、
と
れ
は
元
来
棟と
棟
と
を
併
合
し
て

い
た
もの
を
後に
改
訂し
た
と
推
定さ
れ
る 。
棟
は
玉
篇
引
用部
分に
見
え
て

い
る 。

⑧c⑨ 
稀|樺
許虚|
蒋 奇|反 反 l
平 蜜b上吉田|
字 タ |也 |

O
同日
オ日
虚
奇反
方
言
陳
楚
宋
貌
之

問
調
品質
為
欄
郭
漢
臼
欄

劃割当也
今

江
東
呼
守
為
撤
律
文
作
稀
仮
借
也
正

音
虚衣
反
柿
木
名許
可
食
稀
非
此
義

(一
一綴)

-hu

一

刷出
柵
柵
二
形
作
叉
白
反
入堅木
臼一
O
同
町
ウロ
カ
笑
反下
文
白
反
軍
壁
日

一

-hu

柵:・

一

塁
竪木
日
柵
也
(塁
柵)

出
様
力
候
反
榔
也理
也

宇
部に
属
すべ
き
も
の 。
次
項町山
秘は 、
巻
廿剖
オ
2
「
鉄
鍛」
の
注
文
中

に
「
府
備
反
戟
柄
也」
と
あ
る
が 、
天
治
本に一
致
し
な
い
の
で 、
と
り
あ
え

ず
保
留し
て
お
く 。

槌
樗
又
作
師肝
扶
留
反
打
鼓
木
也
編一
O
廿加
オロ
又
作
解
同
扶
留
反
編
竹
木

何州制刻回制川副
樗

一

也|対副樹刷割問符(
樗
材)

品側
楠
橋
二
形
同
作
耐剖
奴
豆二
反一
O
同剖
オロ

耐出則或
言羅
旬
機
発
言

去
又
加
之
反
平
梁
上
柱
也
構一

説
也
(旬
栂
)

7 



也
X
不
解
事・:

一

玄
応立日義
は
党am
Kつ
い
て
の
注
文
で
ある
が 、
そ
の立日
注の
み
引
用さ
れ

て
い
る 。
前
項削出
柿
は
類
似
形の
字
で
あ
る 。

引
梱
胡
昆
反
平
大
木
未
剖
也
令
物一
O
同問
オ
8
胡
昆
反
下
土
痕
反
又
云
天

也

一

梱
金
物
也
呑
咽
也
経
文
作・:
(
極

一

呑)

四
栴
如
合
而
剣二
反
梅
也
楳
上
字一
O
同mm
ウ
目立日
南
余
雅
栴
梅
焚
光
注
云

一
荊
州
臼
梅
楊
州
日
柄
益
州
日
赤
椴
葉

一

似
予
章
王
子
(梓
栴)

b
li
I
l
11111I ci--

一

a
l'
b

川田
謬
力周
居
茅二
反
来
也
下
曲
也一
O
同町印
オ
お
又
作
捌
同
力
周
居
茅
二反

交
勾

一

斉
領
篇
謬
束
也
説
文
謬
縛
然
之
也
謬

田
棚
上
字

一
即
纏
縛
之
名
也
(
謬
項)

玄
応点目
義
は
謬
につ
い
て
の
注
文
で
あ
り 、
ζ
れ
と
穆
に
つ
い
て
の
義
注

「
下
曲
也」
と
を
併
合
し
た
もの
で
あ
る 。

a

b

 

⑮
術
芳主
反
拍
也
拍
弄
也

0 
也 |十
尚 九
害78
撃 オ
石 9 a 
柑 芳|石主|
是 反 |
也知
(猶b
摘拍
盛 也) 拍

弄

宇
部に
属
すべ
き
もの
だ
ろ
う 。
一

a

Lυ

⑨
被
綾
上
割
刻闘
今
作
阿
字
烏
可一
O
同作
ウ
2
字
詰
割刻到
被二
形
今
作

f

g

h

一

c

d

反
下
乃
可
反
柔
弱
阜
亦
草
木一

阿
同
烏
可
反
下
古
文
被移二
形
今
作

-

f

g

h

 

盛
也

一
那
同乃
可
反
字
書
家
穣
柔
弱
貌
也
亦

Au

d

e

-

開
穣
移
稼
字
古
文
今
作
那
字

一

草
木
盛
也
(
桜
塚)

a

-b

c

一

a

-bill

叩
揖
醐
制同
資制
剖
所以
権
船
也一
O
向付
オ
5
通
俗
文
作
蜘同
資猟則
詩

亦
剣
木
為
揖
是
也

一

云
槍
揖
松
舟
伝
日
栂
所
以
擢
船
也
周

一

-d

一

易
賞
帝
刻
木
為
揖
是
也
槍立目
括
(
舟

一

揖)

b

c

a

一

川
麓
却制関
山則
剖・:
割判制
対一
O
同町内
ウ臼

一司刻劉同

対剰阿
詩
云
櫓

一

彼自平
麓
伝
日
山
足
也
謂林
属
於
山
田

一

麓
(
山
麓)

8 

b

c

-

m
社
殿
字
同
徒
古
反
塞
也
閑
塞
也一
O
同作
オ
口
説
文
政
同
徒
古反
国語
杜

-d

一

澗剖・:

一
門
不
出
資
達
自

社劃剖劃問
也
方
言

一

社
遊
也
越
日
社
郭
瑛
日
今
俗
通
語
也

一

宜
如
杜
社
子
謹
図以
名
也
(
皆
社)

問
橋

間劃周
転倒
鞍
曲
木
也

O 
領 同
也76
経 ウ
文 7 a 

T i| 
型 橘b
桶 鯛) 也 |

所以
犯
牛

蒲
結
於
官二
反
杯
也
小
差
也一
O
同町山
ウ
6
又
作機
同
蒲
結反
広
雅
捜

留
也・:

一

転
也
左伝
捜
市
然
之
社
預日
手
捜
之

-hu

pw

・パu
一

⑩
樹
上
字
澗紺
薄
迷
二
反
制制
捜一

也
経
文
作・:
(批
椀)

而
熱
之
也
盟主皿
也
槍
也

一

⑩ 
椀⑮

椀
と
⑩
椴
と
は
別
字で
あ
る
の
に
天
治
本で
は
同
字
乃
至
通
用字の
形
式

と
なっ
て
い
る
(た
と
え
ば行
と
向 、
倒
とお
な
ど)。
乙
れ
は
玄
応
音
義の

注
文
を
誤っ
て
引
用し
た
もの
と
考
え
ら
れ
る 。

上
亡
眉
反
平
又
自心
高反一
O
十
八冗
ウ
山

剖刷阿
南
川

調桐樹剥

加
相
羽



玄応音義と新撰字銭

去:・下
五
活
反
入:・

一

a

-b

一

川
機

剰
刺閃
謂
刷樹
剥
梱倒

一

天
治
本
別
項 、
玄
応
音
義
同一
項
の
例
で
あ
る
が 、
玄
応
音
義
は
熟
字に
つ

い
て
の
注
文
で
あ
る
か
ら 、
元
来
同一
項
で
あっ
た
と
恩
わ
れ
る 。
聞
の
反
切

上
字
は 、
誤
写
か

所
拠
本の
差の
い
ず
れ
か
に
よ
る
と
思
わ
れ
る 。
な
お
大
治

本
は
掲
出
字
句
と
注
文
と
を
脱
し
て
い
る 。

all』11E『』11111111111

C

一

a

LU

四
桔
古
活
反
問調
剖
槍也箭
荊回一
O
同
おオ
2

割周到
釈名
云

制組制
其

括
即
会・・

一

本日
足
其
休
日
幹
其

淵田制
括
創出山

一

与
弦
相
会
也栢
努
日叉
形
似
文
也

一
(箭
梧)

以
上
に
よっ
て 、
木
部の
場
合
は
玄
応立日
義
を
ほ
ぼ
巻
十三 、
十二 、
十

四 、
十
五 、
十
六 、
廿 、
十
九 、
十
八
の
順に
引
用
し
て
い
た
と
と
が
知
ら
れ

る 。
な
お 、
9 、
@
tm、

白 、
的 、
旬 、
回 、
問 、
即
は
出

所
不
詳
で
あ

る 。
こ
の
う
ち臼
と%
と
は
類
義
字、
印
と加
と
は
類
似
形
の
字が
連
続
し
た

もの
で
あ
る 。

次
に
金
部につ
い
て
示
し
て
み
よ
う 。

③
鉢
甫
活
反
入

銅樹剖

一
O
十
四印
ウ4
補
沫
反
鉢
多
羅
又一玄
波

一
多
羅
此
云
薄
謂
治
厚
物
令
薄
市
作
此

一

器
也
鉢
亦
近
字下
羽
倶
反
説
文
銅割

一

也
律
文
作:・
(
鉢
孟)

-b

一

a

-b

C

4
銚
銚
二
形
同
組制
余
倒二
反
去一
O
同印
ウ
6

割刻鮒岡

余剖珂広
雅
銅

c

銅調剖釧温剖

一

調剖鮒
説却

問割剖
似
肩
上
有
鐙
山

上{子
古
文

一

束
行
此
音
又

紺引岡
江
南
行
此
音
銚

相
獲
也
(
相
撹)

5 a 
然|

a
l
l--
b

一

a

b

⑥
錯
他
市
反
入
以
金
銀
有

所
覆日一
O
同
位
オロ

制間関
説
文
以
金
銀
有

所

月
也

一

覆
冒
也
(作
鋳)

形
似
鎗
而
王
脚
上
加
路
竜
為穆
也・..
 

(
須
銚)

。(治国十彰本大工
鍬 に 警 _LL)土鈴63

る本オ
」よ> 1 a 
反|所|
字 竪|
書b正言語
李| 銭
高| は経下I 1号本

今警
東」

11111 b

c
一

a
lli--! b

8
鍛
四
絹
反
謂
以
縄
規
物
者
也
円一
O
同臼

オ7
囚
絹
反
謂
以
縄
規
物
者
也

鐙
也

一

説
文
円
鎖
也
(
銭
師)

天
治
本の
反
切
上
字
は
誤
写。

③
鋲
胡
瓜
反
古
作
梨:・

一
O
十
六回

オ叩

胡周周
此
古
文
奇
字
鉢

叩
鉄

刷利回
銀
也

革|到剖刺樹剣一
下

刷刊剖

韮到剖別刷剤剖
鉄
演
也

也
鍛
也:・

一

(
侠
鉄)

大
治
本
「
亦
横
斧
也」
な
し 。

⑬
鎚
鎌
上

別対同
文
昨
木
入下
刻一
O
同町
ウ7
刻刻
才
鹿二
反下

刻刻岡

苅回二
字
刷劃
亦
口
圏一
一

声
類
刷劃
也
亦
上
釜
也一
名
鵠
錆
音

一

烏
育
(
鐙
繍)

ロ
銭
錆
上
字
向
上
利胡
反下

鮒対一
O
十三
日

オ日
制胡

鮫対同
広
雅
銭
錆

反
入
混
器
也

一
調
之
鎚
鎌
亦
云
釧
鋒
也
経
文
作
劇
非

⑬
鈷
鋒
鋒
二
同
作
莫
補
反
上

一
也
鎧
音
才
禾
反
錬
力
和
反
釘
古
我
反

⑬
何冊
巳
上
七
字
比
土
釜
也

一

銭
莫
朗
反
或
作
鵠
鋒
或
作
錨
銭
或
作

9 



a

-b

-

a

ku
 

⑬
鋭利潤
二
形同
作
側
飢
反
録
六
則一
O
廿即
オ日
側
飢
反
風
俗
通
目
録
六
則

錨斗倒則倒斗則両
剖
一

個コ割則鮒ゴ倒則岡剖(
鍛
錬)

c

a

-

a
 

⑫
錦
徒
寸
而吋二
反
刑
制
制
判制一
O
同
加
オ2
徒
対反
説
文
鍛
刑
制
制判

一

-b

c

動
詞
上
字

一

銅
也
経
文
作
餌

市瑚周
子
鋒
楽
器
也

一

鍔
非
此
用:・
(
鉄
鍛)

-D

C

一

a

'b

c

m
紅

列刑制
古
制則
毅
d
剣剖
灯一
O
十
九
付
ウ
9

到伺制
同

制剖別
説
文

也:・

一

制同創出
方
言
自
関
之
西
謂
之
紅
燕

一

斉
海
岱
之
悶
臼
鑓
錨
音
古
和
反
(
網

一

紅)

a

ku

c

-

⑫
鏑
制
周到
車削
到剖
又
鍋出
一
O
同行
ウ
叩
方
言
作
錬
同

制問同
説
文

一

車
軸
鉄
也
広
雅
鋼
錯
也
錆
音
他A口
反

一

(
勅
鏑)

@
組

制利回
鉛
也・:

一
O
向π
ウ印

刷利関
謂
田
器
也
蒼
額
篇

一

鎧
弦
其
也
漢
書
帯
経
而
姐
是
也
(
枚

一

組)

-b

e
l
li--
一

a

'b

c

⑫
鋪

説日胡
反
去
遍也
陳
也〔
布
也〕一
O
同祁
オ
5
普胡
反
広
殺
鋪
陳
也
鋪
布

d

一

d

智
也
設
也
:

一

也
亦
智
也
(林
鋪)

h
v
は
享
和
本に
見
え
て
天
治
本に
見
え
な
い
注
文
で
あ
る 。
以
下
同
じ 。

鈷
鋳
萄人
言
挫
皆一
也
字
林
小
釜
也

錨立目
古
室
反
鈷
音
古
挫
七
臥
反
(銭

錆)

お
鏡
方
自〔
世間〕
救二
反
去:・
〔
又一
O
十
八丸
ウ6
方
自
甫
救二
反
方
言
鎮

小
釜〕

一

或
謂
之一品
説
文
鎮
如
釜
而
口
大三
蒼

一

銭

刷劃剖吉岡
音
歴
(釜
鍍)

@
絃 a

胡刻色
調
書
也

一
O
八%
ウ
山

胡刻岡
弘

息調閉

一

也
(
有
絃)

一

a

b

お
鋭
羊
税
羊
丙二
反
利
也
で
也
精一
O
六
部
オ4
羊
税
反
広
雅
鋭
利
也
説
文

也
倭
世
伊
反
状
敏
也
銘
也
速一

鋭
で
也
(
勇
鋭)

疾
也
又
江
伊
反

一

巻
廿二
回
オ叩
「
鋭
利」
に
も
音
注
と
義
注の一
致
する
注
文
が
見
え
て
お

り 、
そ
の
い
ず
れ
か
に
よっ
た
もの
だ
ろ
う 。

b

-

a

b

 

⑧
鍾
止
容
反
平
鈴
也
衆
也
酒
器
也一
O
八ω
オ7
止
容
反
纂
文
鍾
爽
也
(自

一

鐙)

b

-

a

b

c
 

幻
鈎
蒲
貌
反
平
害
王
此
字
鈎
刷
也
一
O
同ω
オ7
蒲
貌
反
書
王
此
字
宜
作
箔

盟側掛捌樹矧ヨ矧:・

一

樹開ヨ矧
同
蒲
交
反
今
言
措
剖
也
手

一

目
指
江
南
音
平
溝
反
又
平
孝
反
(耳

一

飽)

10 

Lu

-

a

・0

@
鮫
割州則
去
交
反
刃
万
也
今
謂一
O
十一
一的
オ日

制州周交
刃
万
也
今
亦

之
前回
鮫
也

一

調
之
努
万
又
謂
努
馬
為
鮫
万
釈
名
云

一

絞
万
削
万
皆
随
時
周
作
名
也
(
欽

一

万)

一一
昨

到制国
俳
字
且

劃剖一
O
同
訂
オロ
又
仇
銅
品

目制別
方
言
越

加
鍬
警



一
貌
間
相官四
為
整
也
(
鋒
鍬)

@
録
錬
二
周

到伺閥

桑制間
柱
判一
O
同灯
オ日比:・
下

到倒閥

桑制問
説
文

羽岡制倒剖

一

閣制相羽則樹樹剖経
文
従
金
作
録

一

誤
也
礎
音
楚
(
櫨
録)

天
治
本の
反
切
下
字
は
誤
写 。

一

a

b

@
銭
銭
二
周
囲
謝
周平
間
刷剖
泉一
O
同幻
オ
日

間剖同

貨刷剖
唐
虞
夏
殻

也

一

皆
有
銭
経
文
作・:
(罰
銭)

天
治
本の
反
切
上
字
は
誤
写 。

捌
鎗
供
二
同

制闘周
去
鋭
也
又
平一
O
同幻
ウ1

制闘同
調
有
刃
新
撃
者
也

謂
之
鍍
也
恕
鉄
也:

一

:
(型
鎌)

天
治
本の
義
注
は 、
た
と
え
ば
巻
十一
日的
オロ
「
鎗
刺」
の
「
仕
威
反
説
文

幾
鋭
也
広
雅
鐙
謂
之
鍍
:」
に一
致
す
る
が 、
今は
文
字
配
列の
対
応
を
優
先

し
て
お
く 。

玄応音義と新撰字鏡

一
O
同U
ウロ
案
字
義
宜
作
数
撫
子
反
麦

一

皮
也
経
文
作
鍬
未
見
所
出
疑
世
言
数

一

金
遂
従
金
作
鍬
(
因
餓)

a

-D

一

⑨
鐸宅

誇
反
去
宜
作
敦々
治
也
謂一
O
同灯
ウロ
相承
宅
誇
反
摩
治
也
字
無

一

、b

摩釜
飾
也磨
也

一
所
出
今

到刑制劇制制調間割鮒剖

一

(
磨
鐙)

抑
鉾
鉾
二
形
同
口
迷
反
円川〕
剣一
O
同灯
ウ川崎
又
作
制鍛
二
形
同普
迷
反

一

-hu

々
郎
大
筒

一

通
俗
文窪
業
日
北
北
即
大
筒
也
(
為

⑩
鍬

盟側州刑

罰副

一
O
同総
オ7
五
感
反
説
文
揺
其
頭
也
経

一

文
作
感慨
非
也
(銀
頭)

a

b

一

a

b

m州
錠
徒
頂
反
銅
鉄
之
瑛
未
成
器
用一
O
同必
オ日比
徒
頂
反
鏡
銅
鉄
之
瑛
未
成

者
也
尽
也
陽
也
空
也
転
也
一

割刷割剖
(金
銭)

⑩
鐙
斗
刷
阿
刷則
頚
州制

一
O
十二
日
オ
6
斗刷
何
刷則
説
文
鐙鍛

一

唱。

一

頚飾
也
(鑑
鍍)

玄
応
音
義の
音
注
「
何
加
(反)」
は
「
鍍」
につ
い
て
の
もの
で
あ
り 、

ζ
れ
を
誤っ
て
引
用
し
た
と
考え
ら
れ
る 。

a

ku

一

a

-b

⑧
銀
銭
二
形
問
欄
対同
入
問
刻剖一
O
同日
オロ

欄淵阿国名
也依
字
岡刻

木
柄
可
以
刈
草
也

一

有
木
柄
可
以
刈
草
也
(
鍛
樹)

天
治
本の
音
注
は
築
隷
万
象
名
義
や
切
韻
広
韻に一
致
し
な
い
の
で 、
乙
の

反
切
下
字は
略
写
と
み
な
す 。

b

-

a

b

 

捌
錠
鐙
上
旬司・・登
日
朝
矧
副剣一
O
十三
日
オ
5
司副
又殿
韻
集
鐙
有周

五
足
日
鐙
也

一

日
錠
王
足
臼
鐙
経
文
作
:
(錠
燭)

錠
同
字

一一
O
十
四日
ウロ
匹
焼
反
説
文
万
削
未
銅

一

也
釈
名云
矛
下
頭
日
鋳
音
在
図
反
江

一

南
名也
関
中
謂
之
鎖
音
子
乱
反
律
文

一

作;・
(
錬
鎖)

一
0
十五日
ウ日
又わ
樹
漫二
形

一軒到劇

制
北
口
二
形
上
字

鉾

305 
領

口
感
反
揺
也
謂
揺
其
頭
也

310 
錠

⑪ 
鎮

疋
焼
反
平

11 

制〔
銭〕

ku

a

c
 

〔劃劉回
欄
字
同

調刻矧



一

C

・d

一

EA市
雅
鏡
調￡
行
郭
瑛
臼
畑出劃也
仔

一

立白
鳥
(
泥
銀)

乙
れ
は
享
和
本
(抄
本)
の
みに
見
え
る
も
の
で
あ
る 。
山
田
孝
雄
博
士

『
新
撰
字
鏡
孜
臭』
に
「乙
本
丙
本
「
莫
梁反」
ニ
作ル 、
甲
本乙
本
丙
本「
泥

鐙」
ニ
作ル
是
ナル
ベ
シ」
と
あ
り 、
乙
れ
に
従っ
て
亭
和
本の
b
とd
は
玄

応
音
義の
引
用と
み
な
す 。
大
治
本
「
郭
瑛
日
泥
銀
也
仔
音
烏」
な
し 。

@
刷新

樹捌国
入:・

一
O
十
六町
ウ
8

欄剰周
坪
蒼
鋳
大
翠
耳

一

也
(鱗土)

天
治
本の
反
切
下
字は
誤
写
か
所
拠
本の
差の
い
ず
れ
か
に
よ
る
と
思
わ
れ

る 。
Ju

 

鎮・・・〕b

一

a
li
b
i-
-
-

加
鐙
鈴
上
自
制同
琴志田
也
又
苦
井一
O
十
九%
オロ
又
作
錫
同
苦
耕
反
下
又

反
下

四割問
平
鍍
音
也
金
石一

作
治
問

到相周
広
雅
鈎
鈴
声
也
案
礼

声:・

一

記
子
夏
聴
其
鐙
鎗
音
旦
羊
反
字
林
文

制
矧
鐙
同
字

一

衡
反
埠
蒼
云
鎗
金
声
也
(
鐙
鍬)

-hu

一

⑮銑

剖附関
関訓
羽

一
O
七担
オ3
又
作
鉾
鍛二
形
盟国
防
反

一
'hu

一

閲
叉
名
也
(金
銑)

a

'b

一

制
鋸

創
嗣周
平
劃
利剖:・

一
O
廿
三
叩
ウ
9

到劇尉
広
雅
鋸

劃利刷出

一

謂
万
鋭臼
鋸
也
(
鉱
利)

巻
廿三
の
他 、
巻
七
叩
ウ
4
「
鋸
利」 、
巻
十必
ウ8
「
話
利」
に
も
類
似

の
注
文
が
あ
り 、
そ
の
い
ず
れ
か
に
よっ
た
と
恩
わ
れ
る 。

卸
鈷

司劇
小
廉二
反
同州国
鈷
着
物一
O
向田
オ
9
司閥
反
通
俗
文
鍛
具日
鈷

銀
也

一

蒼
額
篇
鈷
持
也
(如
鈷)

「
鈷」
「
奇」
は
群
母 、
「
寄」
は
見
母 。
よっ
て
天
治
本の
誤
写
と
す
る 。

ま
た
巻
廿三
の
他 、
巻
廿二
郎
ウロ
「
鉄
鈷」
に
も
類
似の
注
文
が
あ
り 、
そ

の
い
ず
れ
か
に
よっ
た
の
だ
ろ
う 。

12 

一
O
九必
ウ日
古
護
反
説
文
鋼
鋳
塞
也

一

(
鋼
石)

以
上
が
金
部の
玄
応
音
義
引
用部
分で
ある 。
こ
の
う
ち
⑫
絞
か
ら
⑮
鏑
ま

で
は
貞
苅
氏に
指
摘が
な
い
が 、
玄
応
音
義の
引
用と
認
め
ら
れ
る 。
こ
の
よ

うな
例
を
玄
応
音
義
引
用B
と
し
た 。

金
部の
場
合
も
巻
十三 、
十
四 、
十五 、
十
六 、
廿 、
十
九 、
十
八
な
ど
に

木
部
と
同
様の
傾
向
を
見る
乙
と
が
で
き
る
と
思
う 。
巻
八
と
巻
十一
と
が
や

や
異
な
る
が 、
昌
住の
玄
応
音
義
引
用が
特
定の
巻に
集
中
する乙
と
は
十
分

に
察
知
さ
れ
よ
う 。

⑩ 
銅
固
音
鋳
塞
也
銅
鋳
塞
也

四

木
部
と
金
部
と
の
例に
よっ
て 、
回目
住の
玄
応
音
義
利
用の
方
針
と
は 、
特

定の
巻の
重
点
的な
引
用で
ある
と
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
なっ
た 。
次に 、
ど

の
巻
を
最
も
優
先
的に 、
し
か
も
多
く
引
用し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
よ

.つ。だ
が
そ
の
場
合 、
玄
応
音
義の
巻
毎に 、
そ
の
所
載の
掲
出
字が
新
撰
字
鋭

の
ど
の
部
分に
出
現
する
か
を
見る
だ
け
で
は 、
あ
ま
り
有
効な
結
果
は
得
ら

れ
な
い 。
な
ぜ
な
ら 、
玄
応
音
義に
は
同一
の
掲
出
字
が
多
数
存し 、
引
用の

巻
を
特
定で
き
な
け
れ
ば 、
巻
毎に
正
確
な
引
用
率を
求
め
る
乙
と
は
で
き
な

い
か
らで
ある 。
玄
応
音
義
引
用の
全
て
につ
い
て
文
字
配
列
の
対
応
と
注
文

の一
致
具
合
と
に
よっ
て
巻
を
特
定で
き
れ
ば
よ
い
が 、
すで
に
見
た
よ
うに

同一
の
掲
出
字は
注
文
も
大
同
小
異で
ある
乙
と
が
多く 、
そ
れ
は
不
可
能で



玄応音義と新撰字鏡

表2

�j草 |水 |木 |才 |ィ |口 |言 |糸 |金 |肉 |合計122
f(叶 !件)1∞|問l川ω|1 (1) 1 |向|仰|向|ρ) 1ω| 山1 47 
|ω| |ω|ω| |∞|ω| 41 6ω1 1(6) 1 1 4(2) 1 1ω1 4(6) 1 1(1) 1 1 (1) 1ω1 17(19) 1 74 

|件) 1 1ω\wl I 1 ( 7 ) I 42 
�ω| |ω| 1 1 ( 4 )  1 13 

|仰| 1 4(1) 1 4 1 2 (3) 1 1 (3) 1 4ω1 1 (1) 1 1 1 22(11) 1 69 1 (3) 1 1 1ω1 1 (1) 1 件lf2 1 9( 9 ) 1 42 
|向13 1 (7) 1 1 (2) 1ω1 1 1 5(日JT50101ω|∞| |ω| |∞|伺| |ω| (川132 111ω|付ïl∞1 8向|ω�向|ω110 |則4lf7o1 4(4) 1 6 1 2(2) 1 1 1(5) 1 4(1) 1ω1 2 1 22(13) 1ぉ13 1 3 (1) 1 1 (2) I 7 f7ωf7 1 (8) 1 3 (5) 1 1ω1 2 |判明1 76 141 5(1) 110(1) 1 6(1) 1 8(4) 1 6ω 。) 1. 2(3) 1 1(2)1 4 |必問184

1 6ωru 115(2) I 3ο) 向12(2) I 8ωf3 |叩lf90
�向1 6(3) 1 6 |叩� 4(3) I 5(2) I 4(1) I 4 1 55問 1 94 1 1向| 1 3(3) 1ω 1 (5) 1 2(1) 1 1 10(12) 1 51 181 3 1 (2) 1 3 1 4(2) 1∞ 2ω|σ) 1ω1 1 1 13(問1 54 

|ωf7 1 3仰|ω 1 1 1開 1 1 1 4(1) 1 2 1 19( 8 )  1 53 201 2ω|ωrs 1 4ωf2W 9(3)f8ω1 7 |ωf39山1 77 1 1 (2) 1 |ω|ω 向1 (2) I 1ω| 1 1問 1 35 
|向| 1 2(4) 1 2(1) 4(4) 1 3向|ω|ω1 1 1 12(22) 1 84 1 2(3) 1 1 1 (1) 1 (1) 向1 1向12向|向| 1 9附|必

2ilοïl∞| l向|ω |∞| 1 1( 7 ) 1 24 
|ω| |凹|仰 ∞|同| I 1( 9 ) I 33 

計1 � �ぺ吋↑(??引; )1ド門3訂町川寸吋γ1川叩でで(σ守守51?;? )メ】� �I [3'][ [;3]'1 [�]'I [�]'I [;-;'1 [;�]'I [��]'I [�-;'I [�-]'I-[�J'I---[��J 
(空欄はゼロ)
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る 。
巻
を
特
定
で
き
な
い
掲
出
字が
多
け
れ
ば 、
そ
れ
だ
け
見
か
け
の
引
用
率

が
高
く
なっ
て
し
ま
うの
で
あ
る 。

乙
の
点
を
考
慮
しつ
つ 、
比
較
的
巻
を
特
定
し
や
すい
所
収
項
数の
多い
部

につ
い
て 、
巻
毎に
玄
応
音
義
引
用の
項
数
を
求
め
る
と
表
2
の
よ
う
に
な

る 。
新
撰
字
鏡
で
所
収
項
数の
多い
十
部(
多い
順
に
草 、
水 、
木 、
才 、
ィ 、

口 、
言 、
糸 、
金 、
肉
の
各
部)
を
取
り上
げ
た 。
表
中 、
玄
応
音
義の
字
体

注
や
注
文
中の
字
句
が
掲
出さ
れ
た
もの
は
除い
て
ある 。
piは
引
用の
巻
を

1J

1

 

特
定
で
き
な
かっ
た
もの
で
あ
り 、

は
そ
の
異
な
り
項
数
で
あ
る 。

水
部 、
口
部 、
言
部の
よ
うに
巻
を
特
定
で
き
な
い
項
数の
多い
部
も
あ
る

が 、
大
体の
傾
向
は
う
か
が
え
よ
う 。
ま
ず
右
端の
出
現
項
数
を
見
る
と 、
あ

る
巻
の
掲
出
字が
玄
応
音
義
引
用部
分に
出
現
し
て
い
て
も 、
そ
れ
が
た
だ
ち

に
あ
る
巻の
掲
出
字の
引
用に
結びつ
か
な
い
と
と
が
理
解
さ
れ
よ
う 。
次に

玄
応
音
義
引
用の
多い
部
を
見
て
行
く
と 、
順に
巻
十
五、
十
六 、
十
四 、

廿 、
十
三 、
七 、
十
二、
十
て
十
九、
四 、
十
八
な
ど
で
あ
る 。
乙
れ
ら
の

巻
は
確
か
に
出
現
項
数
も
多
く
なっ
て
い
る
が 、
と
の
程
度で
は
何
と
もい
え

な
い 。
引
用の
順
序は 、
大
雑
把に
いっ
て
巻
十こ
か
ら
巻
廿
ま
で
が
中
心
を

な
し 、
巻
四
と
巻
七
と
がと
れ
に
続
き 、
巻
廿二 、
廿三
で
終
る
よ
うに
恩
わ

れ
る 。
巻
十一
は
巻
十こ
か
ら
巻
廿
ま
で
に
含
め
て
考
え
ると
と
が
で
き
る 。

金
部
は
や
や
例
外
的
で 、
単に
伝
写の
過
程で
分
断さ
れ
た
と
い
うよ
り 、
別

途
に
引
用し
直
し
た
の
か
も
し
れ
な
い 。
木
部
と
金
部
以
外の
部につ
い
て
も

玄
応
音
義の
引
用が
特
定の
巻に
集
中
す
る
乙
と
は
乙
れ
に
よっ
て
確
認さ
れ

よ
う 。
し
か
し 、
巻
毎の
引
用
率
と
な
る
と
も
う一
つ
判
然
と
し
な
い
の
で
あ

主:::J ① |② |③ |④ |合叫l用率
1 1 0 1 21 1 11 1 4 
2 1 2 1 40 1 16 1 6 
3 1 2 1 29 1 14 1 3 
4 1 25 1 19 1 20 1 5 
51 513812415 
6 1 1 1 32 1 12 1 2 
7 1 34 1 38 1 21 1 10 1103 1 O. 33 
8 1 15 1 23 1 8 1 7 
9 1 19 1 24 1 14 1 1 

I 10 i 0 i 16 i 23 1 7 
11 1 21 1 25 1 22 1 10 
12 1 15 1 26 1 25 1 9 
13 1 33 1 28 1 22 1 5 1 88 1 O. 38 
14 1 36 1 16 1 7 1 3 1 62 1 O. 58 
15 1 57 1 17 1 11 1 4 1 89 1 O. 64 
16 1 51 1 11 1 13 1 4 1 79 1 O. 65 
17 1 14 1 17 1 7 1 3 1 41 1 0.34 
18 1 22 1 9 1 13 1 7 1 51 1 O. 44 
19 1 32 1 17 1 13 1 4 _L�6 JO.48 
20 1 47 1 16 1 12 1 3 1 78 1 0.60 
2�_ . 1 5 1 9 1 5 1 1 1 20 1 O. 25 
22 1 18 1 31 1 14 1 5 1 68 1 0.26 
23 1 7 1 16 1 3 1 3 1 29 1 O. 24 
24 1 4 1 7 1 6 1 2 1 19 1 O. 21 
�5 1 1 1 16 1 15 1 1 1 33 1 O. 03 

合計1466ド41ド511114 11472 1 O. 32 

表 3
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玄応音義と新撰字鏡

あ
る 。巻

毎
の
引
用率
を
求
め
る
の
が
難
し
い
の
は 、
玄
応
音
義
中に
同一
の
掲
出

字
が
多
数
見
え
る
か
ら
で
あ
る 。
し
た
がっ
て 、
玄
応
音
義
中に一
箇
所
し
か

出
現
し
な
い
掲
出
字につ
い
て
巻
毎の
引
用率
を
求
め
れ
ば 、
と
の
難
点は
解

消
す
る 。
た
だ
そ
う
す
る
と 、
逆に
巻
毎の
総
項
数
が
少な
く
な
る
と
い
う
難
点

が
生
じ
て
し
ま
う 。
し
か
し
玄
応
音
義
は
大
部な
書で
あ
り 、
そ
の
な
か
で一
箇

所
し
か
出
現
し
な
い
掲
出
字
を
多
数
引
用し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば 、
単
な
る
偶

然
と
は
い
い
難
く 、
か
な
り正
確
な
引
用率
で
あ
る
と
いっ
て
い
い
と
思
う 。

結
果
は
表
3の
よ
うに
なっ
た 。
玄
応
音
義で
二
箇
所
以
上
出
現
す
る
掲
出

字で
も 、
同一
の
巻に
だ
け
出
現
す
る
もの
は
表に
含
め
て
あ
る 。
ま
た 、
と

の
条
件に
あ
う
掲
出
字で
も 、
玄
応
音
義の
字
体
注
や
注
文
中の
字
句が
掲
出

さ
れ
た
もの
と
重
な
る
場
合
は
表
か
ら
除い
て
あ
る 。
①は
玄
応
音
義
引
用、

②は
出
所
不
詳 、
③は
切
韻・
玉
篇
引
用、
④は
天
治
本古宇
和
本と
もに
見え

な
い
も
の
で 、
前々
節
表1
の
分
類に
従
う 。

表
3
K
よ
れ
ば 、
量
的に
多い
の
は
順
に
巻
十
五、
十
六 、
廿 、
十
四 、
七 、

十三 、
十
九、
四
な
ど
で
あ
り 、
引
用
率
で
は
巻
十
六 、
十
五、
廿 、
十
四 、

十
九、
十
八 、
十三 、
固な
ど
で
あ
る 。
い
ず
れ
に
し
て
も
表2
の
結
果
を
大

体
に
お
い
て
踏
襲
し
て
お
り 、
表
3の
引
用率
が
信
用で
き
る
もの
で
あ
ると

と
を
示
し
て
い
る 。
表
2
表3
を
通
し
て
と
り
わ
け
玄
応
音
義の
巻
十
四 、
十

五、
十
六 、
廿の
引
用が
顕
著
で
あ
る 。

さ
て 、
表
2
表3
及
び
各
部の
引
用順
序
か
ら 、
玄
応立日
義
全
廿
五巻
は
次

の
よ
う
な
グル
ー
プ
に
分
け
る
乙
と
が
で
き
る 。

A
巻
十
四 、
十
五、
十
六
(
巻
十一 、
十
二 、
十
三)

B
巻
十
九、
廿
(
巻
十
七 、
十
八)

C
巻
七
(
巻
八 、
九)

巻
四
(
巻五)

巻
廿二 、
廿三
(
巻
廿一 、
廿
四 、
廿五)

巻
て
二 、
三 、
六 、
十

こ
の
う
ちF
は 、
確
実に
玄
応
音
義の
引
用と
い
え
る
もの
が
極
め
て
少な

く 、
偶
然
か
意
図
的
か
わ
か
ら
な
い
が 、
と
に
か
く
結
果
的に
ほ
と
ん
ど
引
用

さ
れ
て
い
な
い
巻で
あ
る 。
ま
たA
IE
で
(
)
の
な
か
に
入
れ
た
巻
は 、

そ
れ
ぞ
れ
(
)
に
入
れ
な
かっ
た
巻よ
り
も
引
用が
少
な
い
もの
の 、
連
続

し
て
引
用さ
れ
ると
と
の
多い
もの
で
あ
る 。

次
に
ζ
れ
らの
引
用順
序
を
表2
の
各
部につ
い
て
示
す 。

草
部

水
部

木
部

f
部

イ
部

口
部

言
部

糸
部

金
部

肉
部

E D F 

A
D
A
D
B
C
E

 

A
 

A
B

 

A
D
A
B
C
E

 

A
B
C
E

 

A
D
B
C
E

 

A
B
C
E

 

A
B
C
E

 

A
B
C
A

 

A
B
C
E

 

お
お
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
は 、
A
が
ま
ず
優
先さ
れ 、
B
がと
れ
に
続
く 。

さ
ら
に
C
D
と
続
く
が 、
乙
れ
は
部に
よっ
て
ま
ち
ま
ちで
あ
る 。
E
は
引
用

の
最
後に
位
置
す
る
こ
と
が
多い 。

各
グル
ー
プ
毎
の
引
用
率
は 、
A
0・
四
五、
B
0・
四
九、
C
0・
三

二 、
D
0・
二一 、
E
0・
二一 、
F
0・
0二
で
あ
る 。

ま
た 、
A
IF
の
関
係
を 、
表
3に
よ
る
出
現
項
数の
比
率
(上
段)
と
玄
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0.25 

応
音
義
引
用の
項
数の
比
率(
下
段)
と

に
よっ
て
示せ
ば
図の
よ
うに
な
る 。

乙
れに
よ
る
とA
B
で
玄
応
音
義
引
用

の
七
割
を
し
め
る
と
と
が
わ
か
る 。
な

お 、
A
の
中
心
を
な
す
巻
十
四 、
十
五、

十
六
で
玄
応
音
義
引
用の
三
割 、
B
の

中
心
を
な
す
巻
十
九、
廿
で
二
割 、
あ

わ
せ
て
全
体の
五
割を
し
め
て
い
る 。

五

部
首
分
類
体の
辞
書を
編
纂
す
る
目

的
で
玄
応
音
義
を
資
料と
す
る
の
で
あ

れ
ば 、
もっ
と
多
く
引
用す
る
と
と
が

で
き
た
は
ず
で
あ
り 、
複
雑
な
引
用の

順
序
をと
る
必
然
性
は
全
く
な
い 。
と

の
と
と
は 、
昌
住の
三
巻
本編
纂の
目

的
が 、
単に
玄
応立田
義
を
改
編
し
て
部

首
分
類
体の
辞
書と
す
る
と
と
だ
け
で
は
な
かっ
た
乙
と
を
示
し
て
い
る 。

十二
巻
本の
序に
よ
る
と 、
三
巻
本編
纂の
動
機
は 、
玄
応
音
義の
利
用上

の
不
便
さ
を
解
消
す
る
乙
と
で
あっ
た 。
そ
の
前
提に
は 、
お
そ
ら
く
昌
住
自

身 、
玄
応出日
義
そ
の
もの
を
頻
繁に
利
用し
て
い
た
ζ
と
が
あ
り 、
三
巻
本
編

纂
以
前の
玄
応
音
義の
利
用の
し
か
た
が
問
題
と
な
る
が 、
玄
応
音
義
は
経
典

の
読
解に
役
立つ
こ
と
を
第一
の
目
的
と
し
て
なっ
た
もの
で
あ
る
か
ら 、
昌

住
も
ま
た
玄
応の
撰
音
し
た
経
典を
読
解
す
る
際に
最
も
多
く
利
用し
た
と
み

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う 。
た
だ
検
索の
不
便
さ
は 、
玄
応
音
義に
撰
音の
な
い

A 
0.32 

0.46 

出
現
項数(1472)! 
ヲI i 用 |項|数 |仏白)[

経
典や
他の
テ
キ
ス
ト
を
読
解し
よ
うと
し
て
玄
応
音
義
を
利
用す
る
場
合に

最
も
痛
感
さ
れ
た
た
め 、
序で
は
そ
の
こ
と
を
強
調
す
る
よ
う
な
記
述
と
なっ

た
と
思
わ
れ
る 。
だ
か
らと
いっ
て 、
自国
住
が
玄
応
音
義に
撲
音の
あ
る
経
典

を
読
解
す
る
際に
玄
応
音
義
を
利
用し
な
かっ
た
と
は
い
え
な
い 。
ま
し
て自国

住
は
仏
僧
で
あ
り
辞
書を
編
纂し
よ
うと
し
た
ほ
ど
の
人
で
あ
る
か
ら 、
経
典

を
読
ま
な
かっ
た
と
い
うと
と
は
あ
り
得な
い
し 、
経
典を
読
む
の
で
あ
れ

ば 、
そ
と
に
は
当
然
経
典に
則
し
た
玄
応
音
義の
利
用が
あっ
た
は
ず
で
あ

る 。
三
巻
本編
纂の
以
前K
経
典に
則
し
た
玄
応
音
義の
利
用が
あっ
た
と
す

れ
ば 、
そ
の
乙
と
が
ま
さ
に
最
初の
段
階の
新
撰
字
鏡に
お
け
る
玄
応
音
義の

引
用の
方
法に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

と
ζ
ろ
で 、
玄
応
音
義の
構
成
は
次の
よ
うに
なっ
て
い
る 。
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新
訳
経
典
(玄
笑
訳の
み)

玄
応
音
義
引
用の
多い
巻
十
四 、
十
五、
十
六に
は
律
関
係の
音
義
が
お
さ

め
ら
れ
て
お
り 、
乙
れ
に
次い
で
引
用の
多い
巻
廿
(と
十
九)
に
は
賢
聖
集

伝 、
す
な
わ
ち
伝
記
関
係の
音
義
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る 。
乙
れ
ら
が 、
昌
住



玄応音義と新撰字鏡

に
とっ
て
関
心
の
あ
る 、
乃
至
所
属
集
団に
とっ
て
重
要
な
経
典で
あっ
た
と

推
測
さ
れ
る 。

こ
の
よ
うに
見
て
く
る
と 、
最
初の
段
階の
新
撰
字
鏡の
性
格に
は 、
辞
書

的
な
もの
に
加
え
て
音
義
的
な
もの
が
混
在し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。

辞
書
的
性
格と
は 、
テ
キ
ス
ト一
般の
読
解
や
表
現
に
役
立つ
と
い
うほ
ど

の
意
味で
あ
る 。
三
巻
本
編
纂の
主
た
る
目
的
は
玄
応
音
義
を
改
編
し
て
部
首

分
類
体の
辞
書と
すると
と
で
あ
る
か
ら 、
十二
巻
本に
比べ
れ
ば
不
十
分
で

あ
ろ
う
け
れ
ど
も 、
当
然
そ
れ
は
そ
な
わっ
て
い
た
もの
で
あ
る 。
音
義
的
性

格と
は 、
特
定
の
テ
キ
ス
ト
(乙
の
場
合
は
律
関
係の
経
典 、
さ
ら
に
伝
記
関

係の
経
典
を
加
え
て
もい
い)
の
読
解に
役
立つ
と
い
う
意
味で
あ
る 。
し
か

し
特
定
の
テ
キス
ト
の
読
解
を
目
的
と
する
の
で
あ
れ
ば 、
玄
応
音
義
そ
の
も

の
を
利
用す
れ
ば
よ
く 、
不
足
する
と
乙
ろ
は
増
補
す
れ
ば
事
足
りる 。
む
し

ろ
そ
う
し
な
かっ
た
と
乙
ろ
に
辞
書
的
性
格
を
見
るべ
き
だ
ろ
う 。
昌
住
の
言

語
活
動の
中
心
が
特
定
の
テ
キス
ト
を
読
むと
と
に
あ
る
と
す
れ
ば 、
そ
の
乙

と
に
役
立つ
辞
書と
する
た
め
に
は
玄
応
音
義の
特
定
の
音
義
を
引
用し
改
編

す
れ
ば
当
面の
と
乙
ろ
辞
書
的
性
格
(同
時に
音
義
的
性
格
も)
は
十
分に
満

た
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る 。
そ
し
て
そ
れ
以
外の
巻
か
ら
も
引
用
し
て
い
る
の

は 、
辞
書
的
性
格
を
補
強
し
よ
う
と
し
た
た
め
と
解
釈
で
き
る 。
一
方 、
F
の

引
用の
ほ
と
ん
ど
な
い
グル
ー
プ
は
音
義
的
性
格の
あ
ら
わ
れ
と
みる
ζ
と
が

で
き
よ
う 。
ち
な
み
にF
の
う
ち
巻一
に
は
旧
訳の
華
厳
経、
巻こ
に
は
大
般

浬
祭
経、
巻
六
に
は
妙
法
蓮
華
経の
音
義
が
お
さ
め
ら
れて
い
る 。
乙
れ
は
偶

然と
れ
ら
の
部
分
が
昌
住
の
手
許
に
な
かっ
た
か 、
意
図
的に
引
用し
な
かっ

た
か
で
あ
ろ
う 。
そ
の
ど
ち
ら
に
し
て
も 、
回目
住
は
乙
れ
ら
の
経
典に
関
心
が

な
かっ
た
か 、
乙
れ
ら
を
重
視
す
る
集
団に
属
し
て
い
な
かっ
た
ζ
と
に
な
る

だ
ろ
う
と
思
う 。

三
巻
本の
内
容は
前
述
の
性
格に
相
応
し
て 、
所
収
項
数の
少ない
小
規
模

な
辞
書で
あ
り 、
部
首
配
列
に
関し
て
は
吉
田
金
彦
氏の
「
読
む
た
めの
あ
る

注U

程
度
部
類
分
けさ
れ
た
もの
で
あっ
た
ら
う
か」
と
い
う
見
解
が
支
持
さ
れ

る 。
所
収
項
数の
少な
さ
か
らいっ
て
初
め
か
ら
十
二
巻
本の
よ
うな
部
首
配

列で
あっ
た
と
は
考
え
に
くい
の
で
あ
る 。
ま
た
昌
往
に
関
し
て
い
え
ば 、
玄
ト乞にJV

応
音
義
引
用の
方
法は
少な
く
と
も
築
島
裕
博
士の
「
南
都の
古
宗の
僧
侶」

と
い
う
見
解
と
矛
盾
する
もの
で
は
ない
と
思
わ
れ
る 。

新
撰
字
鏡の
成
立
以
前に
なっ
た
仏
典
音
義
を
見る
と 、
玄
応
音
義の
引
用

を
中
心
と
する
もの
と
そ
う
で
ない
もの
と
に
大
別
で
き
る 。
前
者に
は
大
治

注目団

本の
新
華
厳
経
音
義
や
信
行の
大
般
若
経品目
義
が
あ
り 、
後
者に
は
空
海の
金

剛
頂
経一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
や
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
釈
文
が
あ
る 。
そ

れ
ぞ
れ
性
格の
違い
が
あ
り
例
外
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が 、
前
者が
南
都
系 、
後

者
が
真
言
宗
系
で
あ
る
の
は
興
味
深
い 。
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
は
慧
苑の
音

義
を
主
体と
し
て
い
る
が 、
彼
土の
音
義の
引
用が
中
心
を
な
す
と
い
う
点
で

前
者に
含
め
る
乙
と
が
で
き
る 。
もっ
と
もと
の
音
義
は
大
治
本の
新
華
厳
経

音
義
も
引
用し
て
い
る
か
ら 、
玄
応品目
義
を
多く
引
用する
必
要
は
そ
れ
ほ
ど

な
かっ
た
の
か
も
し
れ
な
い 。

辞
書
(音
義)
史の
上
で
三
巻
本の
新
撰{子
鏡は 、
玄
応
音
義の
引
用を
中

心
と
する
音
義の
延
長に
位
置
付
け
ら
れ 、
そ
れ
が
部
首
分
類
体の
辞
書で
あ

る
点に
お
い
て
期を
画
す
る
もの
で
あっ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

ふM 。

-'­，、

以
上 、
玄
応
音
義
と
新
撰
{子
鏡
と
の
関
係につ
い
て
私
見
を
述べ
た 。
結
論

と
し
て
は 、
最
初の
段
階の
新
撰
字
鏡
は
玄
応
音
義の
特
定の
巻
を
重
点
的に
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引
用す
る
乙
と
で
成
立
し
た
辞
書で
あ
り 、
そ
れ
は
音
義
的
性
格を
な
お
濃
厚

に
あ
わ
せ
もっ 、
所
収
項
数の
少な
い
小
規
模
な
辞
書で
あっ
た 、
と
い
うζ

と
に
な
る 。

本
稿
で
は
木
部
と
金
部
と
につ
い
て
若
干の
考
証を
行っ
た
が 、
さ
ら
に
他

の
玄
応
音
義
引
用部
分
と
あ
わ
せ
て
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ

う 。
増
補
改
訂 、
所
拠
本、
異
体
字の
掲
出
方
法 、
昌
住の
誤
解
誤
写な
ど 、

残さ
れ
た
問
題につ
い
て
は
稿
を
改
め
たい
と
思
う 。

注
1

貞
苅
伊
徳
「
新
撰
字
鏡
の
解
剖
〔
要
旨〕

|ー
そ
の
出
典
を
尋ね
て
|l」「

同

付
表
』
判」
(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
ロ 、
u 、
回
総

昭
弘
・
8 、

お

。、
6
1J0

4i

qυ
ι一、

注
2

上
田
正
「
新
撰
字
鏡
の
切
韻
部
分
に
つ
い
て」
(『
国
語
学』
m
集

昭

日
・

ロ) 。

注
3

井
野
口
孝
「
新
撰
字
鏡
「
玉
鰐
群」
の
反
切
用
字」
(
大
阪
市
立
大
学

『
文
学
史
研
究』
げ
-

m
号

昭
日
・
4) 。

注
4
注
5

注
1

文
献 。

注
6

縮
冊
蔵
経
本
に
よ
り 、
引
用
の
際
は
私
に
校
訂
し
た
本
文
を
挙
げ
る 。

注
7

乙
の
窓
味
で
い
え
ば回目
住
の
所
拠
本
は
麗
蔵
本
に
近
い 。
た
だ 、
大
治

本
に一
致
し
麗
蔵
本
に
一
致
し
な
い
反
切
が
い
く
つ
か
あ
り 、
大
治
本
に

な
い
掲
出
字
が
原
本
に
は
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば 、
回目
伎
の
所
拠
本
は
よ
り

大
治
本
に
近
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い 。
と
は
い
え
大
治
本
と
麗
蔵
本

は
同一
系
統
で
あ
り
問
題
は
少
な
い 。
な
お
巻
に
よ
っ
て
は
文
字
配
列
が

宋
本
に
対
応
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

(
巻
十
二
と
十
三) 、
そ
の
系
統
の

テ
キ
ス
ト

を
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る 。
所
拠
本
に
つ
い
て
い
う
場
合 、

引
用
の
巻
を
特
定
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
ず 、
そ
の
上
後
の
増
補
改
訂
も
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
難
し
い 。

注
8

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
縞
の
複
製
本
(
増
訂
本)
に

よ
る 。

注
9

と
こ
で
い
う
掲
出
項
数
は 、
貞
苅
氏
(
注
11X

献)
の
「
注
文
を
有
す

る
項
数」
に
相
当
す
る 。

注
叩

注
2
及
び
注
3
文
献
参
照 。

注
日

高
山
寺
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
編一角
山
寺
資
料
叢
書
第
六
冊
『
高
山
寺

古
辞
書
資
料
第一
』
に
よ
る 。

注
ロ

上
田
氏
は 、
切
韻
引
用
部
分
の
な
か
に
玉
筒
を
併
合
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
た
(
注
2
文
献) 。
玄
応
音
義
引
用
部
分
に
お
い
て
も
切
韻
や

玉
穏
に
よ
る
増
補
改
訂
を
考
慮
す
べ
き
と
思
う
が 、
と
の
点
に
関
す
る
全

体
的
な
調
査
・

考
察
は
別
に
行
う
乙
と
に
し
た
い 。

注
目

切
額
引
用
部
分
に
お
け
る
類
似
形
の
字
及
び
類
義
字
の
併
合・
連
続
の

例
は 、
上
回
氏
が
注
2
文
献
で一
不
さ
れ
て
い
る 。

注
U

吉
田
金
彦
「
新
撰
字
鏡
の
和
訓
の
特
質」
(『
芸
林』
叩
巻
5

号

昭
鈎

-
m) 。

注
目

築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論』
m
p 。

注
目

拙
稿
「
上
代
仏
典
音
義
と
玄
応一
切
経
音
義

ll
大
治
本
新
華
厳
経
音
義と
信
行

大
般
若
経
音
義の
場
合
||」

(
北
大
『
国
語
国
文
研
究』
臼
号
昭
日
・
9) 。

〔
付
記〕

本
稿
は
昭
和
五
十
六
年
五
月
第
四
十
四
回
訓
点
語
学
会
で
の
口
頭
発

表
を
も
と
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る 。
席
上
及
び
そ
の
後
上
田
正
氏
・

小
林
芳

規
博
士
・

馬
淵
和
夫
博
士
か
ら
御
教
示
を
賜
っ
た 。
ま
た 、
西
田
直
敏
先
生
に

は
御
助
言
を
賜
わ
り 、
石
塚
附
通
・

宮
沢
俊
雅
荷
先
生
に
は
終
始
御
指
導
頂
い

た 。
と
乙
に
記
し
て
謝
怠
を
表
す
る
次
第
で
あ
る 。

||
北
海
道
大
学
大
学
院
学
生
ll
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